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問題と目的

文部科学省の調査によると，不登校生徒は増加

傾向である（文部科学省，2021）。近年，不登校

の原因として，HighlySensitivePerson（以下，

HSP）が注目されている。HSPは，脳内で感覚

情報を処理する過程における生得的な個人差を示

すSensoryProcessingSensitivity（感覚処理感

受性：以下，SPS）が高い人を指し，人口の15～

20％程度存在する（Aron& Aron，1997冨田

訳，2000）。HSPは，些細な変化や他者の感情に

反応しやすく，生得的に傷つきやすい特性（苑田，

2014），悩みやすく自信を持ちにくい特性（赤城・

中村，2017）を持つ。このように，HSPはSPSが

高いが故に生きにくさを感じているとされている。

鈴木・菊島（2019）は，HSPは多くの刺激に敏

感に反応しストレスを感じやすいため，不登校傾

向が高いことを明らかにした。 また， 串崎

（2018）は，HSPは感受性の高さが原因となり，

周囲からの誤解を受けやすく，過剰適応した結果，

ストレスが溜まり，不登校になりやすいことを示

した。本研究では，不登校につながる要因の１つ

として自己抑制型行動特性を取り上げる。自己抑

制型行動特性について系統的な研究を行っている

宗像（1997，p.16）は，自己抑制型行動特性を

「周りの人との関係の中で，自分の肩を持ってく

れる人に気に入られようとして，自分の感情を抑

えてでもその人の期待に応えようとする」行動特

性であり，「良い子特性」と捉えている。自己抑

制型行動特性を身に付けた人は自我の心理社会的

発達段階において，「信頼性」，「自律性」，「自主

性」，「勤勉性」，「アイデンティティ」，「親密性」，

「統合性」の達成度が低いこと（菊池・岡本，

2008）や，ストレス耐性が低いこと（上田・窪田・

橋本・宗像，2012）が明らかになっている。以上

のように先行研究では自己抑制型行動特性の負の

側面が強調されている。このことから，自己抑制

型行動特性を身に付ける前に，適切に働きかけを

行う必要性が大きいと言える。

しかし，HSPであることは外見から分かりに
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要旨

本研究では，感覚処理感受性が自己抑制型行動特性に与える影響について，親からの期待に影響されやすい中学

生を対象として検討を行った。感覚処理感受性が高い中学生をHSC（HighlySensitiveChildren）とし，HSCは

親からの期待に敏感に反応し，自己抑制型行動特性を身に付けやすいという仮説を立てた。因子分析の結果，期待

は重荷と励みから構成された。偏相関分析の結果，重荷得点と自己抑制型行動特性得点の間に見られた正の単相関

が，HSC得点を統制すると無相関になったことより，HSCは親からの期待を重荷として敏感に察知し，自己抑制

型行動特性を身に付けやすいことが示唆された。一方で，励み得点と自己抑制型行動特性得点に見られなかった単

相関が，HSC得点を統制することで正の相関が見られたことより，HSCは期待を励みとして敏感に察知し，自己

抑制型行動特性を身に付けるという仮説は支持されなかった。以上より，仮説は部分的に支持された。本研究の結

果をもとに，HSCのセルフモニタリング，学校での支援について考察を行った。
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感覚処理感受性が自己抑制型行動特性に与える影響

― 親からの期待に影響されやすい中学生を対象として ―
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くく，本人も自覚していないことが多い。そのた

め，周囲の大人が生来的な能力（本研究において

は，SPSが高いこと）を感知し把握することが必

要である（平野，2012）。本研究において，HSP

が自己抑制型行動特性を身に付けやすいことが明

らかになり，その理解が伝播されれば，HSPを

早期に支援することの重要性が示され，不登校に

なる前の支援に変化が生じうるだろう。

本研究では，HSPが自己抑制型行動特性を身

に付けないような関わり方（環境要因）として，

親からの期待を取り上げる。柏木（1990）は，親

の期待が子どもを取り巻く環境を作り，子どもの

発達に影響を与えると述べている。また，子安・

郷式（2007）は，親と教師からの期待を比較し，

親からの期待は日常的に接する親子関係の中で生

じる自然な感情をベースにしており，子どもに及

ぼす影響はより大きいことを示唆している。この

ように，親は子どもと日常生活で関わる機会が最

も多く，子どものパーソナリティを発達させる際

に大きな影響を与える存在である。少子化が進ん

でいる現代において，子ども一人にかけられる期

待の割合が大きくなることが予想される。さらに

現代は，祖父母に助けを求めることができない核

家族や，一対一の関係性から期待が強くかかりや

すく逃げ場がないひとり親家庭が増加している。

このような状況において，子どもの気質にあった

期待のかけ方が重要になってくる。

春日・宇都宮・サトウ（2014）は，子どもは親

からの過度な期待を認知すると，自己抑制型行動

特性を発達させることを明らかにしつつ，このメ

カニズムには子どもの気質や親子関係などの要因

も関わっていると推測している。また，水野

（2010）は，子どもが新規の人に対して積極的な

気質であると，母親はリーダーシップや自己主張

的な行動を期待し，子どもはその期待の影響を受

けて自己主張的行動特性を発達させることを明ら

かにした。以上より，行動特性の発達には，親か

らの期待や子どもの気質が関わっていると言える。

しかし，どのような気質が自己抑制型行動特性を

引き起こしやすいのかは明らかとなっていない。

そこで本研究では，SPSが高いという気質に着目

する。「HSPは，親からの期待に敏感に反応し，

自己抑制型行動特性を身に付けやすい」という仮

説を立て，HSPが自己抑制型行動特性を身に付

けるメカニズムを明らかにすることを目的とする。

思春期は自己に注目を集め，親からの影響を多

大に受ける時期であること（石津・安保，2008）

と，中学生は親からの影響を受けながら主張性が

増すと考えられ，最も親からの期待との葛藤が強

く意識される時期であること（渡部・新井・濱口，

2012）から，本研究では中学生を調査対象とする。

また， SPSの高い中学生のことをHighly

SensitiveChildren（以下，HSC）と呼ぶことと

する。

方 法

調査対象者

愛知県の公立中学校に通う生徒170名（男子88

名，女子82名，M＝12.6歳，SD＝0.64）に質問紙

調査を行った。

手続き

調査に当たり，事前に協力校の校長，教頭に質

問紙の主旨と内容について承諾を頂いた。授業時

間（学級活動）を使って学級ごとに質問紙を一斉

配布し，その場で回答を求めた。回答は任意であ

ること，授業評価とは関係がないこと，途中で回

答を中止できること，匿名性があることを，調査

実施前に担任から生徒に説明することを依頼した。

また，同様の旨を質問紙の表紙にも記載した。

質問紙

質問紙はHSCS-A（日本語版青年前期用敏感性

尺度 Japaneseversion ofHighly Sensitive

ChildScaleforAdolescence；岐部・平野，2019），

自己抑制型行動特性尺度（宗像，1997），親から

の期待に対する評価尺度（春日・宇都宮，2011）

から構成された。質問紙内の漢字にはすべてふり

がなを付けた。また，日常的に配布される学校の

資料の特性に合わせるため，評定は左側に当ては

まる程度が高いもの，右側に当てはまらない程度

が高いものを配置した。

HSC HSCS-A（岐部・平野，2019）を用いた。
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内容は，「騒音のせいで不快な感じになる」や

「生活に変化があるのは好きではない」などの11

項目であった。「１．まったく当てはまらない」

「２．少し当てはまる」「３．どちらでもない」

「４．あまり当てはまらない」「５．とてもよく当

てはまる」の５件法で回答を求めた。

自己抑制型行動特性 自己抑制型行動特性尺度

（宗像，1997）を用いた。内容は，「人から気に入

られたいと思う」や「自分らしさがないような気

がする」などの10項目であった。「０．そうでは

ない」「１．まあそうである」「２．いつもそうで

ある」の３件法で回答を求めた。

親からの期待に対する評価 親からの期待に対

する評価尺度（春日・宇都宮，2011）を用いた。

内容は，「期待されてつらい」や「期待されるこ

とでやる気が出る」などの19項目であった。「１．

いいえ」「２．どちらかと言えば，はい」「３．ど

ちらでもない」「４．どちらかと言えば，いいえ」

「５．はい」の５件法で回答を求めた。なお，想

起する親を「お母さん・お父さん・両親・その他」

の中から選択する形式をとり，その人からの期待

を想定して回答を求めた。

フェイスシート 性別と年齢を尋ねた。

結 果

因子分析

HSC SPSを測定するHSCS-Aは研究によって

因子構造が異なり（髙橋，2016；岐部・平野，

2019），本研究では１因子を想定し，主成分分析

（最小２乗法）を行った。成分負荷量が.40以上と

なるように４項目を削除し，項目２，４，６，７，

８，10，11を採用した（Table1）。α係数を算

出したところ，α＝.712であった。採用項目の項

目得点の合計をHSC得点とした。

自己抑制型行動特性 宗像（1997）に倣い，１

因子を想定し，主成分分析（最小２乗法）を行っ

た。すべての項目で成分負荷量.40以上となり，
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7. .809
2. .676
6. .655

8. .641

4. .547

11. .524

10. .458

Table1
HSCS-Aについての主成分分析（最小２乗法）

2. .666

4. .658

3. .651

9. .563

6. .542

10. .539

1. .519

5. .517

7. .419

8. .404

Table2
自己抑制型行動特性尺度についての主成分分析（最小２乗法）
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１因子性を確認できた（Table2）。α係数を算

出したところ，α＝.744であった。尺度全体の項

目得点の合計を自己抑制型行動特性得点とした。

親からの期待 春日・宇都宮（2011）は２因子

であるため，２因子固定で因子分析（最小２乗法・

プロマックス回転）を行った（Table3）。春日・

宇都宮（2011）に従い，第１因子を「重荷」，第

２因子を「励み」とした。回転前の累積寄与率は

56.36％であった。α係数を算出したところ，「重

荷」はα＝.916，「励み」はα＝.888であり，内

的整合性は高かった。尺度全体ではα＝.918であっ

た。各下位尺度の項目得点の合計を重荷得点，励

み得点とした。

HSC，重荷，自己抑制型行動特性の関連

HSCと重荷，自己抑制型行動特性の関連を明

らかにするため，相関分析及び，偏相関分析を行っ

た。相関分析において，HSC得点と自己抑制型
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No. 1 2

6. .829 -.068

11. .813 .099

5. .805 -.202

13. .795 .054

7. .754 -.001

2. .733 -.007

12. .704 -.371

17. .653 .076

16. .621 .273

3. .617 .214

18. .534 -.379

15. .520 .394

8. -.140 .849

9. .077 .835

4. .003 .808

14. .095 .799

19. -.255 .746

10. .181 .744

1. -.275 .514

2 .498

1 α  .916

2 α  .888

Table3
親からの期待についての因子分析（最小２乗法・プロマックス回転）

HSC .236 *** .061 .115 .357 .298 ***

.085 ** .029 .028 .143 .248 **

.185 *** .047 .092 .277 .301 ***

 R 2 = .222

Adj. R 2 = .208

*** p < .001 ** p  < .05

95

Table4
自己抑制型行動特性を従属変数とする重回帰分析
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行動特性得点には有意な弱い正の相関（r＝.371,

p＜.001），HSC得点と重荷得点に有意な中程度の

正の相関（r＝.446,p＜.001），重荷得点と自己抑

制型行動特性得点に有意な弱い正の相関（r＝

.259,p＜.001）が見られた。偏相関分析において，

重荷得点を統制すると，HSC得点と自己抑制型

行動特性得点に有意な弱い正の相関（r＝.301,

p＜.001），自己抑制型行動特性得点を統制すると，

HSC得点と重荷得点に有意な弱い正の相関（r＝

.392,p＜.001）が見られた。HSC得点を統制す

ると，重荷得点と自己抑制型行動特性得点に有意

な相関は見られなかった（r＝.103,ns）。以上よ

り，重荷得点と自己抑制型行動特性得点の間に見

られた正の単相関が，HSC得点を統制すると，

無相関になることが明らかとなった（Figure1）。

HSC，励み，自己抑制型行動特性の関連

HSCと励み，自己抑制型行動特性の関連を明

らかにするため，相関分析及び，偏相関分析を行っ

た。相関分析において，HSC得点と自己抑制型

行動特性得点に有意な弱い正の相関が見られた

（r＝.371,p＜.001）。HSC得点と励み得点に有意

な相関は見られなかった（r＝-.118,ns）。励み得

点と自己抑制型行動特性得点には有意な相関が見

られなかった（r＝.150,ns）。偏相関分析におい

て，励み得点を統制すると，HSC得点と自己抑

制型行動特性得点に有意な弱い正の相関が見られ

た（r＝.400,p＜.001）。自己抑制型行動特性得点

を統制すると，HSC得点と励み得点に有意な相

関は見られなかった（r＝-.194,ns）。HSC得点

を統制すると，励み得点と自己抑制型行動特性得

点に有意な弱い正の相関が見られた（r＝.222,
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HSC

_

.371** .301**

.446** 
.392**

.259** 
.103

Figure1.HSC，自己抑制型行動特性，重荷の関係。
※数字は相関係数，偏相関係数の順序で示す。

Figure2.HSC，自己抑制型行動特性，励みの関係。
※数字は相関係数，偏相関係数の順序で示す。

HSC

_

.371** .400**

-.118 
-.194

.150 
.222**
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p＜.001）。以上より，自己抑制型行動特性得点と

励み得点に見られなかった単相関が，HSC得点

を統制することで正の相関が見られることが明ら

かとなった（Figure2）。

HSC，重荷，励み，自己抑制型行動特性の関連

HSC，重荷，励み，自己抑制型行動特性の関

連を明らかにするために，HSC，重荷，励みを

独立変数，自己抑制型行動特性を従属変数とする

重回帰分析を行った（Table4）。その結果，HSC

得点，重荷得点，励み得点のすべてが自己抑制型

行動特性にプラスの影響を与えていることが明ら

かとなった（β＝.298,p＜.001,β＝.248,p＜

.05，β＝.301,p＜.001）。

考 察

本研究では，HSCは親からの期待に敏感に反

応して自己抑制型行動特性を身につけやすいのか

を明らかにすることを目的として，中学生に質問

紙調査を行った。

重荷得点と自己抑制型行動特性得点の間に見ら

れた正の単相関が，HSC得点を統制すると無相

関になったこと，および，HSC得点・重荷得点

が自己抑制型行動特性得点にプラスの影響を与え

ていることより，HSCは親の期待を重荷として

敏感に察知し，自己抑制型行動特性を身に付けや

すいことが示唆された。励み得点が自己抑制型行

動特性得点にプラスの影響を与えている一方で，

励み得点と自己抑制型行動特性得点に見られなかっ

た単相関が，HSC得点を統制することで正の相

関が見られたことより，HSCは期待を励みとし

て敏感に察知し，自己抑制型行動特性を身に付け

るという仮説は支持されなかった。以上より，親

からの期待に敏感に反応して自己抑制型行動特性

を身につけやすいという仮説は部分的に支持され

た。

HSC，重荷，自己抑制型行動特性の関連

重荷得点と自己抑制型行動特性得点に見られた

正の相関がHSC得点を統制すると見られなくなっ

たことより，期待を重荷と感じることで自己抑制

型行動特性を身に付けやすいことは，HSC特有

の性質であることが分かった。春日他（2014）で

は，期待に対する否定的反応は自己抑制型行動特

性と正の相関があった。しかし，本研究において，

気質的な敏感さを考慮すると期待に対する否定的

反応（期待を重荷と感じること）は自己抑制型行

動特性と正の相関がなくなった。以上より，春日

他（2014）が指摘しているように，親からの期待

に関する研究においては，気質の影響を考慮する

べきであることが明らかとなった。

本研究における重荷得点は，「期待されること

に疲れた」や「結果を出せなかったらどうしよう

と不安だった」，「期待されることを嫌だと感じた」

などの項目を含んでいる。つまり，HSCにとっ

て親からの期待は，疲労，不安，嫌悪を抱かせる

ものである。HSCはこれらの自己の感情を知覚

する感受性が高い。つまり，自己の感情に対する

メタ認知能力が高いと言える。メタ認知とは，認

知についての認知である。メタ認知の神経学的基

盤として，実行機能や自己制御機能を持つとされ

る前頭前皮質が考えられているが，それだけでな

く，上側頭溝や扁桃体も想定されている（藤谷，

2011）。SPSは，神経学的領域において環境感受

性と呼ばれ，環境感受性が高い人は，扁桃体が敏

感であることが示されている（Acevedoetal.，

2018）。これらのことより，HSCは生得的に扁桃

体の敏感さを持っており，メタ認知が発達してい

る可能性も考えられる。さらに扁桃体は，脅威や

先行きの不透明さを特に察知する働きを持つ。そ

のため，HSCにとって期待が脅威刺激として感

じられている場合，過度に反応し，期待によって

生起する疲労や不安，嫌悪から自己を防衛するた

めに，自己抑制という方略を用いた可能性も考え

られる。

ここまで，自己の感情に対するメタ認知につい

て，述べてきた。自己の行動に対するメタ認知と

類似する心理学用語にセルフモニタリングが挙げ

られる。セルフモニタリングとは，状況の手がか

りから，社会的な適切さを判断し，それに則って

行動を監視（monitor）し，制御することと定義

される（Snyder，1974）。伊藤・根建（2001，p.34）

では，「一定の基準（社会的な適切さなど）に，
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自分の表出した行動がどの程度合致しているのか

を正確に把握する能力」とされている。セルフモ

ニタリング傾向が高い者は，直面する他者や環境

に応じて，その状況で要求される理想的人間のプ

ロトタイプを見極めようとする（Snyder，1979）。

本研究において，要求される理想的人間は親から

の期待に応えられている自己と考えられる。

HSCは期待に応えている理想的な人間になれる

ように，自己の行動を決定しようとするために，

自己の感情に従った行動を表出するというよりは，

自己の感情を抑制し，理想的な人間になれるよう

な行動を表出するのだと考えられる。秋山・竹村

（1994）では，不快感情の喚起が意思決定におけ

る理性的で精緻的な思考を妨げ，反対にヒューリ

スティックな思考を優先させることが明らかとなっ

た。つまり，不快感情を抱くと，客観的な情報に

基づく決定よりも，個人の経験則に基づく決定が

優先されるということである。HSCが親から期

待をされた時に感じる疲労・不安・嫌悪は不快感

情である。また，HSCは他者の表情を見ただけ

で相手の考えていることが分かる（串崎，2019）

など，他者に対する感受性や共感性が高い特性を

持つ。HSCは自分が敏感に反応したことに対し

て，相手がネガティブな反応をみせた経験があり，

その結果，客観的にポジティブな期待に対しても

ネガティブな期待を想起するなど自動思考に歪み

が生じた可能性もある。これらのことから，HSC

は不快感情を抱くと，経験則的に自己抑制をした

行動をする可能性がある。そのため，期待をされ

ると自動的に重荷と感じ，自責的に考えることが

日常的になっている可能性が考えられる。

HSC，励み，自己抑制型行動特性の関連

相関分析より，励みと自己抑制型行動特性には

有意な相関がみられなかった。HSCを統制した

偏相関分析を参照すると，励みと自己抑制型行動

特性に正の相関が見られた。以上より，HSCは

期待を励みと捉えると自己抑制しづらいことが示

唆された。しかし，相関分析より，HSCは自己

抑制をしやすいことは明らかである。また，HSC

は重荷を感じやすいことも明らかである。つまり，

励みと自己抑制型行動特性を想定された正の相関

を打ち消すほどにHSC特性が強力なものである

というよりは，HSCは客観的に励みと受け取れ

る期待に対しても，重荷と受け取ることが多く，

励みとして受け取ることが少なかったと考えられ

る。HSCは，その特性によって，養育者はさま

ざまな育てにくさを感じる（Aron，2002明橋訳，

2015）。育てにくさを養育者が抱えきれなかった

場合，子は安定したアタッチメントを築きにくい。

不安定型のアタッチメントは情動調整の未熟さや

不快情動の多さを抱える傾向があるため

（Kerns,Abraham,Schlegelmilch,& Morgan,

2007），親からの期待に対して，重荷という不快

感情を喚起しやすい可能性がある。以上のことよ

り，HSCは期待を励みとして受け取りづらく，

重荷として受け取りやすい可能性がある。HSC

に対する期待のかけ方について，HSCの歪んだ

認知の側面に配慮する必要がある。

不登校に関する支援

冒頭で述べたように，不登校生徒は増加傾向で

ある（文部科学省，2021）。不登校生徒には，し

ばしば感覚過敏が見受けられ（岡田，2017），不

登校の要因の一つとして敏感さが注目されている。

HSCにとって学校は刺激が多すぎる難所であり，

適応が難しい場所とも言える（Aron，2002明橋

訳，2015）。自他の感情や物音に敏感であるHSC

は，それらの刺激に敏感に反応しストレスを感じ

るために不登校傾向が高い（鈴木他，2019）。

HSCは学校で期待をかけられる場面において，

ほんの些細な表情や仕草からも期待を感じ取り，

さらに，それらを深く処理するだろう。以上のこ

とに本研究の結果を合わせて考えると，感じ取っ

た些細な刺激から期待を処理する際に，客観的に

励みというプラスの処理ができる期待であっても，

重荷というマイナスの処理をすると考えられる。

その結果，自己の考えと認知した期待の内容に違

いを感じ，期待に沿った適応をするために自己を

抑制した行動をする可能性が高い。これらの負の

サイクルを断ち切るために，教員にできることと

して，自己開示を提案する。自己開示とは，他者

に対して，自分自身に関する真の情報を言語的に

伝達することである。伊藤・宇佐美（2017）は，
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学校での問題について焦点を問題に絞るのではな

く，行動の文脈として，学級風土に焦点を広げる

必要性を指摘している。教員が生徒に対して，自

己の素直な気持ちや考えを伝えることで，学級の

雰囲気は開かれたものになり，HSCは考えを伝

えやすくなるだろう。さらに，教員の自己開示の

仕方は，自分の素直な気持ちや考えを他者に伝え

る手本となりえる。自己開示を受けた量（被自己

開示量）は学校適応感と正の相関がある（岡田・

中森・中谷，2005）。また，返報性の理論より，

自己開示を受けた者は自己開示をしやすいと考え

られる。以上より，HSCは自己開示を受けるこ

とによって，自分の感情や考えを他者に伝えやす

くなり，学校適応感が増すと考えられる。

これらのことより，期待に関する刺激（直接的

な言葉や視線，表情など）を深く処理したとして

も，マイナスに考え，自己抑制をした行動を取る

ことにストップをかけられるように，日常生活に

おいて，被自己開示量を増やし，自己の考えを伝

えやすい環境を作ることが，HSCが不登校にな

る前にできる支援である。

差次感受性モデル

近年，SPSに関する研究において，SPSの高い

者は良い環境からは良い影響を受けやすく，悪い

環境からは悪い影響を受けやすいという差次感受

性モデルが精緻化されている（Belsky，1997；

岐部・平野，2019）。本研究により，HSCは重荷

の刺激を受けると自己抑制型行動特性を促進させ

るということが示唆され，悪い刺激を受けると悪

い影響を受けるという部分は合致している。さら

に，励みの刺激を受けると自己抑制型行動特性を

促進させないということも示唆され，良い刺激を

受けると良い影響を受けるという部分も合致して

いる。しかし，HSCが重荷として期待を受け取

りやすいことを考慮すると，期待を励みと認識で

きていない可能性がある。以上より，本研究の結

果は差次感受性モデルに合致した結果ではあった

が，HSCの期待の認知の仕方について，さらな

る研究の必要があるだろう。

今後の課題

本研究は親の期待に着目し，HSCが生きやす

い環境への示唆を得ることが目的であった。

HSCは親が行う期待をポジティブに捉えること

が困難であり，期待をかけられる場面は適応が難

しい環境であるというややネガティブな結果が示

された。しかし，HSPを唱えたAron（1997）は，

SPSの高い者は感覚世界を深く豊かに経験するこ

とができるというポジティブな特性であることに

着目し，特に美的感受性にポジティブな特性を見

出していた。今後，敏感さを，刺激からの影響の

受けやすさ（易興奮性）やわずかな刺激への高い

反応性（低感覚閾）というネガティブな側面に注

目して研究を行うことよりも，精神生活の豊かさ

（美的感受性）に着目した感情焦点型コーピング

などの研究をしていくことが求められる。

付 記

本論文は，2021年度に愛知淑徳大学心理学部に

提出した卒業論文の一部を加筆・修正したもので

ある。
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Abstract:

Inthisstudy,Iexaminedtheinfluenceofsensoryprocessingsensitivityonself-inhibitingbehavioral

traitsinjuniorhighschoolstudents,whoareeasilyinfluencedbyparentalexpectations.Juniorhigh

schoolstudentswithhighsensoryprocessingsensitivityweredefinedasHighlySensitiveChildren（HSC）,

anditwashypothesizedthatHSCwouldbemoresensitivetoparentalexpectationsandmorelikelyto

developself-inhibitingbehavioraltraits.Factoranalysisrevealedthatexpectationsconsistedofburdens

andencouragement.Partialcorrelationanalysisrevealedthatthepositivesinglecorrelationbetween

Burdenandself-inhibitingbehavioraltraitsscoresbecameuncorrelatedwhenHSCscoreswerecontrolled,

suggesting thatHSC aresensitiveto parentalexpectationsasburdensand arelikely to acquire

self-inhibitingbehavioraltraits.Ontheotherhand,apositivecorrelationwasobservedwhenHSCscores

werecontrolledforthesinglecorrelationthathadnotbeenobservedbetweentheencouragementscore

andtheself-inhibitingbehavioraltraitsscore,suggestingthatthehypothesisthatHSCaresensitiveto

expectationsasencouragementandacquireself-inhibitingbehavioraltraitswasnotsupported.Thus,the

hypothesiswaspartially supported.Basedon theresultsofthisstudy,self-monitoring andschool

supportforHSCwerediscussed.

Keywords:sensoryprocessingsensitivity,self-inhibitingbehavioraltraits,

parentalexpectations,juniorhighschoolstudents
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